
定着定着



知っていることは、通過する。

理解したことは、残ってしまう。



知っているのに、動けないことがある。

それは、まだ沈みきっていないだけだ。



「理解する」とは、

知識を増やすことではない。

説明できるようになることでも、

正しく語れることでもない。

知っていることは、言葉の形を保ったまま留まる。

理解したことは、その形を失う。

それは整理ではなく、

言葉が、そこにいなくなる感覚に近い。



「知っている」は、頭に残る。

「理解している」は、身の置き方に出る。

その違いは、思考では測れない。

判断の速さ、距離の取り方、

沈黙を選ぶ位置に、あとから現れる。

理解は、

「わかった」という感覚より先に起きている。



知っていることは、繰り返せる。

理解したことは、繰り返されない。

知識は使われる。

理解は、その人の立ち方そのものになる。

だから、それは戻らない。

一度沈んだものは、

都合よく引き上げられない。



理解は、

考え方ではなく、

もう動かせなくなった場所に出る。



知っているうちは、選べる。

理解してしまったあとにあるのは、

選ばなくてよくなった状態だけだ。
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